
RC造集合住宅における
壁体内空気循環暖房システムに関する研究

放射暖房方式：
エアコン暖房に比べ、室内の温度分布が均一
になりやすく快適な温熱環境を形成できる。

■ 研究背景・目的

■ 暖房システム概要

ファンと放熱器による
空気層内の温風循環

ファンとエアコンによる
空気層内の温風循環

放熱器を使用したシステム

エアコンを使用したシステム

図 床下放熱器

図 床下吹出用エアコン

放熱器ファン

エアコンファン

壁体内空気循環暖房システムとは壁・床・天井の6面に空気層を設け、壁体
内に熱源と空気循環ファンによって、空気層に温風を循環させて行う6面を
利用した放射暖房システムである。

熱源に放熱器を使用したシステムと熱源にエ
アコンを使用する本システムとの比較。

集合住宅において室内6面での放射暖房は少
ない。 実測による性能評価が必要。
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■ 計測点・建物概要

■ 風速計測によるファンの位置の検討
･･･PMV

･･･空気温度

･･･グローブ温度

･･･表面温度

･･･相対湿度

･･･室内温度

･･･熱流

所在地 長野県駒ヶ根市

竣工 2006年8月

構造 RCラーメン構造

階数 地下1階 地上3階

延床面積

1住戸88㎡

(1階~3階 各4戸)

総延床面積1408㎡

UA値 0.55W/㎡・K

図 計測点展開図

表 建物概要

N ･･･PMV

･･･空気温度

･･･グローブ温度

･･･表面温度

･･･相対湿度

･･･室内温度

･･･熱流

昨年度の課題として東西方向への熱
の拡散が十分でないことが挙げられ
た。そこで、ファンの位置や向きを
変更し風速を計測を行い、位置の検
討を行った。
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図 ファン位置検討パターン例①

図 ファン位置検討パターン例②図 計測の様子



■ 熱源に放熱器を使用したシステムと熱源にエアコンを使用した
システムの比較
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熱源に放熱器を使用した
システム

熱源にエアコンを使用した
システム

放熱器に比べエアコンを使用する事で1時間当たり27%消費電力量が減少した
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■ 熱源にエアコンを使用した本システムとエアコン暖房の比較
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エアコンを使用した本システムの方が日平均垂直温度差が1.6℃低い

図 エアコンを使用したシステムの
垂直温度分布

図 エアコン暖房の垂直温度分布

4.24
(+2.43)

1.20
(+0.76)

0.17
(+0.13)

1.77
(+0.94)

0.65
(+0.37)

0.48
(+0.32)

0.79
(-0.92)

1.88
(+1.52)

1.08
(+0.84)

0.25
(+0.18)

0.25
(+0.17)

0.17
(+0.12)

0.27
(+0.21)

0.49
(+0.41)

0.22
(+0.07)

0.65

0.65
(+0.37)

0.27
(+0.20)

0.16
(+0.02)

0.20
(+0.08)

0.53
(+0.34)

0.19
(+0.02)

0.16
(+0.13)

0.12
(- 0.03)

0.51
0.20

0.59
0.22

0.08
(-0.01)

0.17
(+0.14)

0.34
(+0.31)

0.11
(-0.11)

0.06
(-0.16)

0.14
(-0.23)

0.14
(+0.03)

0.24
(+0.06)

0.25
(+0.11)

0.12
(+0.09)

0.32
(+0.26)

0.17
(+0.14)

0.45
(+0.42)

0.35
(+0.33)

0.19
(+0.14)

0.32

0.55
(+0.48)

0.12
(+0.06)

0.19

0.24

■ 空気層内の風速分布

N

N

放熱器を使用したシステムに比べ87%の点で風速が上昇した。

風速増加

風速減少

変動なし


